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発展の背景

取引所分野で世界的に急速な変化が見られ、韓国取引所も戦略的位置づけの
検討をすることに。

- 相互組織からの脱皮

- 主要取引所のM&A
- 取引所間の提携

- IT資産の販売

- IT投資の増加

韓国取引所顧客からの内部要求も。

- 三市場の統合

- 良好な実績: 取引増、遅延時間短縮

- 統一された単一アクセス方法

- STP
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韓国取引所の発展状況

□戦略立案

▪ ビジョン、目標、ロー
ドマップ

□ ITシステム

▪ ベンチマーキング

▪ アーキテクチャー

2005 2006 2007

□準備

▪ 範囲、要件

▪ RFP(提案依頼書）発
送

▪ PMO設定

□ 開発開始

▪ 派生商品統合

▪ パイロットプロジェクト

▪ 分析、設計

▪ 機能プラットフォームの
デモ

□ 詳細プロセス

▪ 管理改善

□ ITシステム

▪ フェーズ1完了(新規上場、
ニュース、監視）

2008 2009 2010

□ ITシステム

▪ フェーズ2完了（トレーディング、決済、情報）

□ ビジネス計画

▪ マーケティング計画策定
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戦略

コスト効率

サービスの質向上

収入源の多様化

ITの目的 IT統合の目的

IT投資・運用の費用削減

広範囲な商品、規制、サービスに対応し、
複数市場をサポートできる柔軟性

市場運営の安定性向上

地元、グローバルを問わず、リンク、アクセス、
利用に関する顧客サービスの競争力強化

収入源の多様化に向け、
ITシステムの商業販売
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技術面のハイライト

• 冗長性を削減し、再利用可能なアプリケーション
• 現物と派生商品を単一プラットフォームに

統合されたアーキテクチャー

• ビジネスの変化に迅速に対応
• モジュール化され、入れ替え可能なブロック

サービス指向型
アーキテクチャー

• 中核業務機能への変更は減らす
• インターフェース、ルール、外観への変更を増やす

階層型アーキテクチャー

• ビジネスのニーズに対応
• アベイラビリティ、パフォーマンス、サービスの質に優れる

オン・デマンド

• 参加者向けに標準プロトコル（FIX）
• シングル・ポイント・アクセス

ITチャンネルサービス

アーキテクチャー 特徴
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予想されるメリット

経費削減

- 単一ネットワーク、単一のアクセス方法

- 単一のデータセンター

- 単一のプラットフォーム、単一のアプリケーション

収入源の多様化

- IT資産の輸出

- 統合された市場データ

市場参加者

- トレーディングのコスト削減

- 容易なアクセス、より良いサービス
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ご清聴ありがとうございました

韓国取引所

Changhee Lee
e-mail: chlee@krx.co.kr


